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 建造物カルテ作成調査委託業務 

対象指定文化財建造物所在地 

契約締結日 年 3 月 27 日まで

7 年 7 月 9 11 時 分

１　共通事項　別記事項のほか、地方自治法(昭和22年法律第67号)、地方自治法　　　　　　　施行令(昭和22年政令第16号)、奈良県契約規則(昭和39年規則第14号)　　　　　　　その他の法令、規則などに基づいて行います。２　条件事項

年度 ％
 令和 7 年 7 月 8 日

建設産業課 建設工事等開札室県庁分庁舎6階

山下 真

投函／郵便

支払予定額の割合 年度

今回の入札は下記の条件により行います。
事前に公表しない

10開開開開札札札札日日日日時時時時････場場場場所所所所  令和 日　午前

契 約 保 証 奈良県契約規則第19条に定めるところによる

入 札 条 件入 札 条 件入 札 条 件入 札 条 件 （業務委託用）

業業業業 務務務務 名名名名

履履履履 行行行行 期期期期 限限限限

業業業業務務務務対対対対象象象象場場場場所所所所

8～　　令和

前 払 金 の 請 求 可・不可
入札書比較価格

入 札 方 法 予定価格入 札 回 数 １回
最低制限価格

投函郵便併用
（不落随契手続きは行いません）

年度
設定しない

設定しない最低制限比較価格
事前に公表しない

義務・不要 ％100

奈良県 地域創造部 文化財課

入 札 保 証 金 奈良県契約規則第4条に定めるところによる 入札書提出期限 ％各年度における 令和 7入 札 書 宛 名 奈良県知事　テクリス 登 録 ○
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(ａ)(ｂ)(ｃ)
表    業務対象場所 ○○○○○○   会 社 名   　○○○○○○

（ｄ）

表 7月9日開札 　入札書在中（ｅ） 7777 年年年年 7777 月月月月 8888 日日日日 (((( 火火火火 ))))　7文財第8号
書留

　入札書は二重封筒とし、入札書を入れた中封筒を表封筒に入れ、表封筒に

 建造物カルテ作成調査委託業務
入札書の提出期日は、令和

「7月9日開札　 建造物カルテ作成調査委託業務 　7文財第8号 入札書在中」と朱書きのうえ、文化財課長 あての親展とし、下記まで書留郵便でお送り下さい。　　　　　　奈良市登大路町30番地　　　　　　奈良市登大路町30番地　　　　　　奈良市登大路町30番地　　　　　　奈良市登大路町30番地

 午後 4 時30分  午後 4 時30分  午後 4 時30分  午後 4 時30分 まで
親　展

印

１．入札注意事項

　　　　　　奈良県 地域創造部 文化財課長　　　　　　奈良県 地域創造部 文化財課長　　　　　　奈良県 地域創造部 文化財課長　　　　　　奈良県 地域創造部 文化財課長

裏 印
＜送付先＞　〒630-8501＜送付先＞　〒630-8501＜送付先＞　〒630-8501＜送付先＞　〒630-8501

　入札書は封筒に入れ、封書の表に「入札書在中」と明記し、併せて業務番号･業務名･業務対象場所･会社名及び入札書投函日(開札日)を記入して下さい。
奈良県知事 山下 真  殿   業 務 名 　　○○○○○○   業務番号 　　7文財第○号

（表封筒の記載例）

とします。

（封筒の記載例）

　　　文化財課長 　殿

入札書在中
印

　入札書の宛名は、『　奈良県知事 山下 真 　』です。　入札者は本人名義に限り、代理人の入札は認められません。
日付  封筒は、代表者の印（法人にあっては法務局登録のもの）で封印してください。
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（ｆ） 　落札決定に当たっては、入札書に記載された金額の１００分の１０に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）をもって落札価格としますので、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載して下さい。（ｇ） 　予定価格の範囲内で、最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札候補者としますが、落札候補者となるべき同価格の入札者が２人以上ある場合は、下記の日時、場所において「くじ」を実施し、落札候補者を決定します。ただし、「くじ」を辞退することはできません。　「くじ」の対象となった参加者には、入札執行者より対象となった旨連絡します。　　「くじ」を行う日時 令和7年7月10日（木）午前11時10分　　「くじ」を行う場所 奈良市登大路町30番地建設産業課 建設工事等開札室（県庁分庁舎6階）（ｈ） 　入札心得を熟読のうえ入札書を作成して下さい。（ｉ）   設計図書及び入札条件等説明書は、入札書送付の表封筒に同封するなどして、開札日までに返却して下さい。
２．質疑について(ａ) 　質疑は、原則として別添「質疑書」にて受付します。　質疑書の提出は、下記受付時間内に持参又はファックスで提出して下さい。（ファックスで提出された場合は、電話にて担当者に送信確認を願います。）　なお、質疑がなければ質疑書の提出は不要です。(ｂ) 令和令和令和令和 7777 年年年年 6666 月月月月 30303030 日日日日 (((( 月月月月 )))) 　午後 4時30分 まで　午後 4時30分 まで　午後 4時30分 まで　午後 4時30分 まで(ｃ) 　質疑で見積金額に影響する内容がある場合は、 令和令和令和令和 7777 年年年年 7777 月月月月 3333 日日日日 (((( 木木木木 ))))午後 4時30分までに午後 4時30分までに午後 4時30分までに午後 4時30分までに各社に回答書をファックスで送付します。

ＴＥＬ：０７４２－２７－９８６５ＦＡＸ：０７４２－２７－５３８６担　当：　宮髙・大野宏輔

　受付日時
連絡先　奈良県 地域創造部奈良県文化財課 建造物係 ＜業務担当者の問い合わせ先＞
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 ＜お知らせ＞    公契約条例に関する遵守事項    本業務を受注しようとする者は、この遵守事項を理解した上で受注すること。  １ 奈良県公契約条例の趣旨にのっとり、公契約の当事者としての社会的責任を自覚し、本業務を適正に履行すること。  ２ 本業務の履行に当たり、次に掲げる事項その他の法令を遵守すること。 ア 最低賃金法第４条第１項に規定する最低賃金の適用を受ける労働者に対し、同法第３条に規定する最低賃金額（同法第７条の規定の適用を受ける労働者については、同条の規定により減額して適用される額をいう。）以上の賃金（労働基準法第 11 条に規定する賃金をいう。）の支払を行うこと。 イ 健康保険法第 48 条の規定による被保険者（同法第３条第４項に規定する任意継続被保険者を除く。）の資格の取得に係る届出を行うこと。 ウ 厚生年金保険法第 27 条の規定による被保険者（同条に規定する 70 歳以上の使用される者を含む。）の資格の取得に係る届出を行うこと。 エ 雇用保険法第４条第１項に規定する被保険者について、同法第７条の規定による届出を行うこと。 オ 労働保険の保険料の徴収等に関する法律第４条の２第１項の規定による届出を行うこと。  ３ 本業務の一部を、他の者に請け負わせ、若しくは委託し、又は本業務の履行に他の者が雇用する労働者の派遣を受けようとするときは、当該他の者に対し、この遵守事項を周知し、遵守するよう指導すること。   
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　　　　　　　　　　　　　入 札 者 心 得１　入札室においては、静粛にしなければならない。２　入札者（その代理人を含む。以下同じ。）以外の者は、入札室に立ち入ってはならない。３　入札者が入札しようとする場合は、係員に入札通知書を提示すること。４　すでに投函した入札書の引き替え、変更または取り消しは認めない。５　入札者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第５４号）等に抵触する行為を行ってはならない。６  入札者は、入札に当たっては、他の入札者と入札意思、入札価格（入札保証金の金額を含む｡）又は入札書、工事費内訳書、技術提案書その他奈良県に提出する書類（以下「入札書等」という｡）の作成についていかなる相談も行ってはならない。また、入札価格の決定及び入札書等の作成は、独自に行わなければならない。７  入札者は、落札者の決定前に、他の入札者に対して入札意思、入札価格（入札保証金の金額を含む。）、入札書等を意図的に開示してはならない。８  電子入札システムによる入札者は、電子証明書（ＩＣカード）を不正に使用してはならない。９  入札者は、談合情報等があった場合には、発注者の事情聴取等に協力し、誓約書等の提出に応じなければならない。10　入札者は、入札執行の完了に至るまではいつでも入札を辞退することができる。　また入札を辞退した者は、これを理由として以後の入札等について不利益な取扱いを受けるものではない。11　次の各号に該当する入札は、無効又は失格とする。（１）　入札書に記名押印を欠く入札（２）　入札書の重要な文字の誤脱等により必要な事項を確認できない入札（３）　同一入札者がなした２以上の入札（４）　入札金額の訂正した入札若しくは判読しがたいと認められる入札（５）　入札に際して公正な入札の執行を害する行為をなした者の入札（６）　入札に関し談合等の不正行為をした者の入札（７）　係員の指示に従わない等入札室の秩序を乱した者の入札（８）　その他入札条件に違反した入札12　落札価格は、入札書に記載された金額に、当該金額の１００分の１０に相当する金額を加算した金額である。13　投函入札においては、入札手続き執行途中で入札参加可能者が３者未満となったときあるいは入札時に入札参加者が３者未満となった場合は、その段階で入札手続きまたは入札を中止する。      　
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別紙様式2-2-1（郵送により一般競争入札を行う場合に用いる）
　入札を辞退される場合は、開札までに辞退届を提出して下さい。１．業務名・業務番号２．開 札 年 月 日 令和 7 年 7 月 9 日 時 分３ ． 留 意 事 項　●入札執行回数は、１回です（不落随契手続は行いません）。　●次のような場合は、入札は失格又は無効となりますので注意してください。①入札金額が入札書比較価格より高い額である場合②入札金額が最低制限比較価格より低い額である場合③入札書を書留郵便以外の方法で送付した場合③入札書を書留郵便以外の方法で送付した場合③入札書を書留郵便以外の方法で送付した場合③入札書を書留郵便以外の方法で送付した場合④入札書の封印を代表者印（法人にあっては法務局登録のもの）以外で行った場合④入札書の封印を代表者印（法人にあっては法務局登録のもの）以外で行った場合④入札書の封印を代表者印（法人にあっては法務局登録のもの）以外で行った場合④入札書の封印を代表者印（法人にあっては法務局登録のもの）以外で行った場合　●上記の場合のほか、入札に参加できなくなる場合や無効となる場合の具体例　をいくつか例示しますのでご参照ください。
＜次のような場合に入札は無効となります＞　○工事名を誤って記載した：『道路維持修繕工事』を『河川維持修繕工事』と記載したような例　　○誤字・脱字：『○○○道路改良工事』とすべきところを『□□□道路改良工事』と記載したよ　　　うな例や、下記のように入札書の金額欄に額の位を間違えて記入したような例億 百 千 円※入札書に『１千５百万円』と記入しようとして 1 5 0 0 0 0 0 0 － 円と記入　　 　　○該当業務以外の業務に係る入札書を投函した  　 　　　○代表者の押印漏れ　   　　　　○本人以外の者がした入札　   　　　　　○必要事項の記載漏れ　 　  　　　　　○投函した入札書をひきかえて訂正した
＜次のような場合は入札に参加できません＞　 　　　　　○入札書提出期限までに入札書が届いていない　このほかにも無効となる場合や入札に参加できなくなる場合がありますので、疑問があれば早めに入札を行う機関にご質問いただくか、入札の際は入札執行職員の説明をよくお聞き下さい。なお、同じ入札に参加した者同士（いわゆる「相指名業者」）間における下請負は、「望ましくない下請負関係」と言えますので、ご留意下さい。

奈良県 地域創造部 文化財課奈良県 地域創造部 文化財課奈良県 地域創造部 文化財課奈良県 地域創造部 文化財課

入札に参加される皆様へ！入札に参加される皆様へ！入札に参加される皆様へ！入札に参加される皆様へ！

記7文財 第 8 号　 建造物カルテ作成調査委託業務 午前 11 10
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別記２
◎入札書における失格・無効基準

入札書の記載において、次の場合は、失格または無効と入札書の記載において、次の場合は、失格または無効と入札書の記載において、次の場合は、失格または無効と入札書の記載において、次の場合は、失格または無効と

なる場合がありますので、ご注意ください。なる場合がありますので、ご注意ください。なる場合がありますので、ご注意ください。なる場合がありますので、ご注意ください。

様式１
入 札 書億 百 千 円金 円○○○○工事（事業）１ 工 事 名 ○○○○第 ○－○－○ 号２ 工事番号 市 ○○ 地内３ 工事場所 ○○４ 入札保証金 免 除 円ただし、現金 円代用証券 円（内訳別紙のとおり）入札心得を遵守のうえ、上記のとおり入札します。令和○○年○○月○○日奈良県○○土木事務所長○ ○ ○ ○ 殿 ○○入札者 住所（所在地） ○○県○○市氏名（名 称） ○○○○株式会社代表取締役 ○○ 印○○（代理人 ○○ ）○○ 印

金額の訂正・・・無効金額の桁ずれ・・・無効数字判読不能・・・無効未記入・・・無効工事名間違い・・・失格未記入・・・失格番号数字の違い・・・失格未記入・・・失格工事場所間違い・・・失格未記入・・・失格公告日（入札通知日）～開札日の間以外の日付記入・・・失格
誤脱・未記入・・・無効印もれ・印影不明瞭・・・無効市町村長等他団体あて・・・失格
（代理人入札のとき）誤脱・未記入・・・無効印もれ・印影不明瞭・・・無効委任状と異なる印・・・無効委任状の代表印もれ・・・無効

入札書の記入で鉛筆等の容易に消去可能な筆記具を使用した入札は失格

奈良県知事 山下 真 殿
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建設工事の請負契約等における電子契約について  １ 本案件の契約は、「電子契約（事業者署名型電⼦契約サービスを利⽤して⾏う電⼦契約）による契約手続」と「紙の契約書による契約手続」を選択することができます。   ※電子契約の選択が可能な案件については、当該案件の入札説明書等にその旨を記載しています。  ２ 電子契約の詳細については、下記の奈良県ウェブページを御確認ください。 奈良県会計局ホームページ「電⼦契約サービス」 https://www.pref.nara.jp/67057.htm  ３ 電子契約の利⽤を希望する場合は、「電⼦契約同意書兼メールアドレス確認書」を次のとおり提出してください。提出がない場合は、紙の契約書による契約となります。   ＜原則の提出方法等＞ 選定方法 提出方法 提出時期 提出先 一般競争入札 （総合評価落札⽅式を含む。） 電子メール （Wordファイルを送信）  （※）やむを得ない場合  は、持参、郵送、ＦＡＸ等での提出も可能ですが、契約手続時の事務ミス防止の観点から、電子メールでの提出に御協⼒願います。 
 落札決定後速やかに  （※）案件によっては異なる時期としていることもありますので、入札説明書でも確認をお願いします。 入札説明書 に記載 指名競争入札 随意契約 （プロポーザル方式を含む。） 公告、⾒積依頼書等に記載    ＜本案件における同意書の提出時期・提出先＞    提出時期︓落札決定後速やかに    提出先 ︓奈良県⽂化財保存事務所事業係  電子メール bunkazj@office.pref.nara.lg.jp 電話番号  0742-27-9865  【電子メールでの提出時のお願い】 ・「電子契約同意書兼メールアドレス確認書」の様式については、２に記載の会計局ホームページ又は建設産業課ホームページ「建設工事請負契約書等について」（https://www.pref.nara.jp/27102.htm）からダウンロードしてください。 ・電子メール送信の際は、メールの件名を「【事業者名・工事（業務）名】電子契約同意書の提出」としてください。 ・電子メールに「電子契約同意書兼メールアドレス確認書」を添付する際は、必ず Ｗｏｒｄファイルで添付してください（ＰＤＦへの変換はしないでください。）。 ・電子メール送信後は、提出先に電話でメールの到達確認を⾏ってください。 



―　９　―

億 百 千 円
 円

7文財 第 8 号

令和 7 年 9 日

印
奈良県知事 山下 真   殿

　　円（内訳別紙のとおり）　　円　　円

入札者　　住所（所在地）氏名（名　称）

　４． 入札保証金代用証券　　　 ただし、現金
入札心得を遵守のうえ、上記のとおり入札します。7 月

　３． 業務対象場所 対象指定文化財建造物所在地 
(税抜き）

 建造物カルテ作成調査委託業務 　２． 業 務 名　１． 業務番号

入 札 書

金



7文財 第 8 号
円円円（内訳別紙のとおり）

令和 7 年 7 月 9 日
住所（所在地）氏名（名　称） 印

入 札 辞 退 届

　２． 業 務 名　３． 業務対象場所　４． 入札保証金
 建造物カルテ作成調査委託業務 　１． 業務番号
対象指定文化財建造物所在地 

　　　　　　　　代用証券　　　 ただし、現金

0
　　このたび、上記業務の競争入札への参加を申し出ましたが、都合により入札を辞退　致します。
奈良県知事 山下 真   殿



　私は、 　　　　 （印）を代理人と定め次の事項を委任します。　１． 業務番号　２． 業 務 名　３． 業務対象場所　上記業務の入札の開札立ち会いに関する一切の行為　及び　落札者決定のための「くじ」に関する一切の行為　を委任します。令和 7 年 7 月 9
 住所（所在地） 氏名（名　称） 印

委　　任　　状

 建造物カルテ作成調査委託業務 7文財 第 8 号

0

対象指定文化財建造物所在地 
日奈良県知事 山下 真   殿



年 月 日
）

No

】ＦＡＸ番号：０７４２－２７－５３８６【奈良県文化財課 建造物係

業 務 名：   建造物カルテ作成調査委託業務 記質問内容
質　疑　書次の業務について下記のとおり質問します。

代表者名：（担当者：
（質疑用紙） 令和奈良県地域創造部  　文化財課長    殿 社　　名：



　私は、 　　　　 （印）を代理人と定め次の事項を委任します。　１． 業務番号　２． 業 務 名　３． 業務対象場所
上記業務の入札の開札立ち会いに関する一切の行為を委任します。令和 7 年 7 月 9

 住所（所在地） 氏名（名　称） 印

委　　任　　状

 建造物カルテ作成調査委託業務 7文財 第 8 号

0

対象指定文化財建造物所在地 
日奈良県知事 山下 真   殿


